
⽇時 2023年11⽉21⽇(火) 16:00 〜17:00

開催方法 Web会議システム（Zoomミーティング）

参加申込 https://forms.office.com/r/SS08zQzWBx

参加申込〆切 2023年11月21日（火）17:00

（セミナー終了まで）

主催：国⽴がん研究センターがん対策研究所 行動科学研究部／支持・サバイバーシップTR研究部

N-EQUITY（健康格差是正のための実装科学ナショナルセンターコンソーシアム*）
＊国立高度専門医療研究センター医療研究連携推進本部（JH） 横断的研究推進費

「実装科学推進のための基盤構築事業」による活動

共催：RADISH（D&I科学研究会）、J-SUPPORT（⽇本がん⽀持療法研究グループ）

早稲田大学人間科学学術院

問い合わせ： 国立がん研究センター がん対策研究所 ⾏動科学研究部 実装科学研究室 島津・齋藤
メールアドレス: impsci-sem@ml.res.ncc.go.jp

行動科学・実装科学セミナー

令和5年度第6回実装科学セミナー

演者： 東海大学医学部看護学科 公衆衛生看護学領域

友滝 愛先生
演題：看護の実践場面から考えるエビデンスの使い方・
広め方 ー今さら聞けるEBPと実装科学の話－

講師プロフィール：
病院看護師を経て、東京大学大学院で疫学・生物統計学を学ぶ．
臨床主導の研究支援事業に携わったのちに、大学教員の道へ．看護師
のEBP(Evidence-based Practice)に関する研究で博士号取得
(千葉大)．好きなことは、川と星空のキャンプとパックラフト（川下り）.

セミナー要旨：
EBPや実装科学は、専門分野を問わず、職種を超えて共通言語となる
概念ですが、看護実践ならではの難しさもあります．エビデンスを実践
に統合するトリガーやプロセスを紹介しながら、よりよいケアの探求に
エビデンスが果たす役割を一緒に考える時間になればと思います．


